
須恵町シニアクラブ連合会　令和６年５月発行

表紙写真について主な内容

● 令和５年度定期総会特集
（令和６年度若杉クラブ事業計画）   ２
（令和５年度定期総会概要）   ３
（新会長のご挨拶）   ３〜４
（退任会長のご挨拶）   ４
（長寿者・金婚者記念品贈呈者）   ５
（会員増強運動被表彰単位クラブ）   ６
（退任役員被表彰者）   ６
（令和６年度役員紹介）   ６〜７

● 若杉クラブ行事紹介   ８
● 会員のひろば   ９
● 医療施設等紹介（水戸病院）   １０
● 広報部からのお知らせ・会員訃報   １１
● 花卉園芸部のお知らせ　編集後記   １１
● 九十路に生きる・スナップでみる活動   １２

頁
鳥　名：サンコウチョウ（三光鳥）
撮影地：福岡県北九州市
この鳥は“ツキ・ヒー・ホシ（月日星）

ホイホイホイ”と鳴くのでその名が付いて

います。鳴き声もそうですが、目の周囲と

口ばしがコバルト色をしていて、とても神

秘的な鳥なのです。しかも雄は尾羽が長く

３０㎝もあります。夏鳥として全国のうす

暗い林にやって来ます。

写真は、まさに雄が“ツキヒー・・・”

と鳴いているところを撮ったものです。仔

育てが終わると長い尾羽を切り離し南方へ

飛び立ちます。

　　　　　　　　　（写真・文：上杉和稔）

第２９１号
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令和６年度　事業計画
基　本　方　針

1．豊かな長寿社会をつくり、地域の仲間と喜びを分かち合いながら、地域を支えていく多彩な活

　動に取り組み、シニアクラブのすばらしさを実感しよう！

2．日頃から、シニアクラブの活動をＰＲし、勧誘の声かけ、個別訪問を実践してさらに仲間を増やそう！

年　間　定　例　事　業
　　 ◎定例理事会・定例役員会（毎月第一火曜日）　　 ◎女性部会議（毎月第三火曜日）

　　 ◎老倶たよりの発行（奇数月発行）　　　　　　　◎一円玉募金

月　　　次　　　事　　　業

月 日（曜）
若杉クラブ主催事業

（若杉クラブ会員が参加するもの）
日（曜）

県老連＆郡老連などの主催事業
（若杉クラブ役員が出席するもの）

4
3（水） 令和5年度定期総会 5（金） 郡シ連理事会
21（日） 春期歩こう会（守母神社）

16（火）
粕屋地区春期高齢者運転技能競技会
（上須恵若水会出場）

5
15（水） 高齢者学級開講式＆第1回高齢者学級 10（金） 郡シ連定期総会
20（月） 郡シ連グラウンドゴルフ大会予選会 28（火） 郡シ連理事会
23〜24 新旧役員研修旅行

6
1（土） 春期一斉奉仕作業 6（木） 単位老人クラブ新任会長研修会（福岡）
10（月） 女性部研修会（6月町議会一般質問傍聴） 7（金） 市町村老連新任会長研修会

25（火） 郡シ連理事会

7
10（水） 第2回高齢者学級 4（木） 郡シ連グラウンドゴルフ大会（宇美町）

25（火） 郡シ連理事会
未定 粕屋地区交通安全

8
1〜2 地区・郡・市町村老連事務局長研修会

27（火） 郡シ連理事会

9

1〜8 一人暮らし会員訪問「愛の一声運動」 5（木） 体力測定会講習会
7（土） 秋期一斉奉仕作業

未定
粕屋地区秋期高齢者運転技能競技会
（城山福寿会出場）18〜21 会員作品展

21（土） 第15回会員の集い 19（木） 郡シ連幹部研修会（篠栗町）
30（月） 会長杯グラウンドゴルフ大会 24（火） 郡シ連理事会

10
9（水） 第3回高齢者学級＆閉講式 11（金） 女性リーダー研修会
18（金） 健康サポート員会議 22（火） 郡シ連理事会
24〜25 会員研修旅行

11
8（木） 秋期歩こう会 15（金） 高齢者相互支援リーダー研修会（福岡）
19（火） 女性部研修会（交流研修会） 26（火） 郡シ連理事会
28（木） 健康サポート員研修会

12
4（水） 「健康を進める運動」推進研修会
12〜13 市町村老連会長研修会
24（火） 郡シ連理事会

1
9（木） 若杉クラブ役員新年会 28（火） 郡シ連理事会
24（金） 新春初詣

2
18（火） 女性部研修会（施設見学） 7（金） シニアスポーツ・レクリエーション活動講習会

25（火） 郡シ連理事会

3
2〜25 一人暮らし会員訪問「愛の一声運動」 25（火） 郡シ連理事会
7（月） 会計監査

※1　第1回高齢者学級　講師：中橋　　優　氏（ＮＰＯ法人　ふるさと安心サポート九州事務局長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「終活とは何か？」

※2　第2回高齢者学級　講師：須恵町長　演題：「町政について」

※3　第3回高齢者学級　講師：篠栗・泯江堂　三野原病院院長　三野原　元澄　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「認知症を理解しよう～頭と体のために～？」
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若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
部
会

若
杉
ク
ラ
ブ
は
今
年
度
創
立
61
周
年

を
迎
え
ま
す
。
昨
年
度
で
60
年
と
い
う

区
切
り
を
経
た
今
、
次
の
10
年
を
見
据

え
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
度
と
な
る

中
、
若
杉
ク
ラ
ブ
は
4
月
3
日
（
水
）、

令
和
5
年
度
定
期
総
会
を
ア
ザ
レ
ア

ホ
ー
ル
須
恵
大
ホ
ー
ル
で
開
催
。
ご
来

賓
と
し
て
平
松
町
長
他
4
名
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
本
会
会
員
約
220
人
が
出
席
、

午
前
10
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
長
寿
者
・
金
婚
者

夫
婦
記
念
品
贈
呈
式
と
会
員
増
強
に
成

果
を
挙
げ
ら
れ
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
開
会

行
事
を
行
い
、
平
松
秀
一
須
恵
町
長
、

松
山
力
弥
須
恵
町
議
会
議
長
、
三
角
良

人
須
恵
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祝
辞
に
つ

い
て
は
、
次
号
292
号
で
掲
載
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
議
案
審
議
の
た
め
の
議

長
の
選
任
を
行
い
、
大
島
原
若
翔
会
の

田
原
重
美
さ
ん
を
選
任
。
早
速
、
提
出

さ
れ
た
1
号
議
案
か
ら
7
号
議
案
の
審

議
を
行
い
、
1
号
議
案
令
和
5
年
度
事

業
報
告
と
2
号
議
案
創
立
60
周
年
事
業

報
告
を
藤
事
務
局
長
、
3
号
議
案
令
和

5
年
度
一
般
会
計
決
算
報
告
と
第
4
号

議
案
60
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
決
算

報
告
を
川
上
副
会
長
、
監
査
報
告
を
井

上
監
査
委
員
が
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

5
号
議
案
令
和
6
年
度
役
員
選
考
の
提

案
を
柴
田
選
考
委
員
長
が
行
い
、
1
号

議
案
か
ら
5
号
議
案
全
て
が
満
場
一
致

で
承
認
。
そ
の
後
、
藤
新
会
長
の
挨
拶

と
新
執
行
部
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
引
き

続
き
、
新
執
行
部
の
辻
副
会
長
が
6

号
議
案
令
和
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

川
上
副
会
長
が
7
号
議
案
令
和
6
年
度

予
算
（
案
）
を
提
案
。
こ
れ
ら
の
議
案

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
監
査
委
員
の
選
出
を
行
な

い
、
井
上
仁
さ
ん
と
平
野
征
彦
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
退
任

役
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
一
円
玉
募
金

の
贈
呈
を
行
い
、
最
後
に
駒
山
副
会
長

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
総
会
は
盛
会
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。

若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
　
藤
　
英
寿

こ
の
た
び
、
皆
さ
ま
の
承
認
を
え
て
、

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
愛
称

「
若
杉
ク
ラ
ブ
」
会
長
の
大
任
を
務
め

さ
せ
た
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
の
2025
年
は
、
国
の
試
算
に
よ
る

と
、
国
民
の
3
人
に
ひ
と
り
が
65
歳
以

上
、
5
人
に
ひ
と
り
が
75
歳
以
上
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に

し
っ
か
り
根
づ
い
て
い
る
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
若
杉
ク
ラ
ブ
の
舵
取
り
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
こ
と
、
身
に
余
る
光
栄

で
ご
ざ
い
ま
す
。
81
歳
と
い
さ
さ
か
高

齢
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
、

（
次
頁
に
続
く
）

若
杉
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

長寿者・金婚者への記念品贈呈式に

出席された皆様

ご臨席を賜りましたご来賓の皆様。

左から平松須恵町長、松山町議会議長、

三角社会福祉協議会会長、安河内福祉課長、

小林社会福祉協議会事務局長
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会
長
職
を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
私
自
身
が
若
杉
ク

ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
こ

と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
様
々
な

行
事
を
通
じ
て
大
勢
の
仲
間
が
で
き
、

互
い
に
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、
元
気

で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
私

自
身
、
地
域
に
若
杉
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
経
験
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
、

新
た
な
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は

我
々
に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
役
割
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
身
近
な
会
員

同
士
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
活
動
し
や

す
く
親
し
み
や
す
い
組
織
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い
経
験
や
地
域
貢

献
で
得
ら
れ
る
充
実
感
を
、
積
極
的
に

周
囲
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
明
る
く
元
気
な
ゆ

た
か
な
若
杉
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
た
め
に
は
皆
様
の
お
力
添
え
が
不

可
欠
で
す
。
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

若
杉
ク
ラ
ブ
前
会
長
　
合
屋
　
浩
寿

乙
植
木
楽
し
み
会
会
長
を
4
年
、
そ

の
う
ち
研
修
部
会
長
2
年
、
そ
の
後
に

若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
2
年
、
計
6
年
間
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い

う
間
の
時
の
流
れ
で
し
た
。
そ
の
中
で

も
昨
年
の
若
杉
ク
ラ
ブ
創
立
60
周
年

は
、
創
立
60
周
年
事
業
実
行
委
員
会
の

も
と
、
事
業
を
鋭
意
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
お
陰
様
で
大
盛
会
に
出
来
ま
し

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
感
無
量
で
す
。
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
会
長
1
年
目
は
、
重
点
事
項

と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
と
健

康
維
持
を
両
立
し
、「
体
力
・
気
力
の

低
下
を
防
止
す
る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
」
を
健
康
推
進
部
会
、「
社
会
的

孤
立
の
防
止
」
を
女
性
部
の
担
当
と
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
年
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

2
類
か
ら
5
類
相
当
に
移
行
さ
れ
た
事

も
あ
り
、
1
年
目
の
事
業
を
進
化
さ
せ

る
と
共
に
、
次
の
新
規
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操

と
体
力
測
定
会
」
の
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の

普
及
、
二
つ
は
、
相
互
支
援
活
動
に
必

要
な
「
福
祉
課
と
須
恵
町
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
の
研
修
」。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、皆
様
に
は
そ
の
都
度
「
老
倶
た
よ
り
」

を
通
じ
て
発
信
し
て
参
り
ま
し
た
。

一
方
、
若
杉
ク
ラ
ブ
全
体
で
取
り
組

ん
だ
最
重
要
課
題
の「
会
員
増
強
運
動
」

は
、
増
加
し
た
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ

ず
、
残
念
で
す
が
次
年
度
に
託
さ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
会
員
一
人
ひ

と
り
が
強
い
覚
悟
で
工
夫
を
重
ね
、
新

会
員
の
加
入
の
た
め
に
力
を
発
揮
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
新
体
制
の
も
と
素
晴
ら
し

い
若
杉
ク
ラ
ブ
を
築
き
上
げ
て
下
さ
い

ま
す
よ
う
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

会
長
退
任
の
ご
挨
拶
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総
会
に
先
立
ち
、
白
寿
な
ら
び
に
米

寿
、
そ
し
て
金
婚
式
を
迎
え
た
若
杉
ク

ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
多

年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
、
若
杉
ク
ラ
ブ
慶
弔

規
定
第
3
条
に
基
づ
き
記
念
品
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
皆
様
を
以
下
の
と
お
り

に
紹
介
し
ま
す
。
太
字
は
贈
呈
式
に
出

席
さ
れ
た
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
な
ら
び
に
金
婚
の
お
祝
い

を
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
末
永
い

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

〇
白
　
寿

井  

上
　
歌
　
子
（
昭
　
穂
）

〇
米
　
寿

薬
師
寺
　
宗
　
久
（
佐
　
谷
）

百　

田　

善　

廣
（
佐　

谷
）

小　

林　

寿
美
子
（
佐　

谷
）

杉　

原　

綾　

子
（
佐　

谷
）

奥　

平　

幸　

子
（
上
須
恵
）

井
手
口
　
美
千
代
（
上
須
恵
）

兵　

藤　

唯　

夫
（
上
須
恵
）

小
山
田　
　
　

茂
（
上
須
恵
）

池
田　
　

ス
ヱ
子
（
南
米
里
）

山　

本　

住　

子
（
大
島
原
）

矢
口　
　

喜
代
美
（
一
番
田
）

中
牟
田
　
光
　
子
（
一
番
田
）

谷　

口　

剛　

一
（
一
番
田
）

白　

水　

正　

弘
（
須　

恵
）

酒　

井　

キ
ヨ
エ
（
須　

恵
）

宮　

本　

幸　

子
（
須　

恵
）

石　

沢　
　
　

喬
（
須　

恵
）

古
　
賀
　
真
　
弓
（
城
　
山
）

田　

中　

隆　

枝
（
城　

山
）

長　

澤　
　
　

巌
（
甲
植
木
）

御
手
洗　

寿　

乃
（
甲
植
木
）

今　

泉　

安　

雄
（
甲
植
木
）

三　

浦　

レ
イ
子
（
甲
植
木
）

迫　

屋　
　
　

銀
（
甲
植
木
）

溝　

口　

忠　

男
（
旅　

石
）

印　

藤　

憲　

作
（
旅　

石
）

横　

尾　

君　

子
（
山
の
神
）

大　

田　

恵
美
子
（
西　

原
）

龍　
　
　

眞
智
子
（
西　

原
）

棚　

町　

京　

子
（
旭
ヶ
丘
）

山　

中　

チ
ヨ
ノ
（
恵　

西
）

早　

田　

廣　

美
（
昭　

穂
）

内
　
田
　
清
　
子
（
昭
　
穂
）

井　

上　

幸　

子
（
昭　

穂
）

白　

木　

征　

子
（
昭　

穂
）

〇
金
婚
夫
婦

松
　
永
　
将
　
満
・
よ
う
こ
（
上
須
恵
）

友
　
納
　
寿
美
男
・
次
　
江
（
乙
植
木
）

柴
　
田
　
真
　
人
・
美
恵
子
（
乙
植
木
）

合　

屋　

幸　

夫
・
豊　

子
（
乙
植
木
）

梅
　
野
　
勝
　
利
・
美
代
子
（
乙
植
木
）

駒
　
山
　
悦
　
章
・
き
　
く
（
新
　
原
）

武　

藤　

友　

章
・
晴　

子
（
旭
ヶ
丘
）

長
寿
者
・
金
婚
者

記
念
品
贈
呈
式
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他
の
ク
ラ
ブ
の
範
と
な
る
活
発
な
会

員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
成
果
を
挙

げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
若
杉
ク
ラ

ブ
表
彰
規
定
第
2
条
の
2
と
7
に
基
づ

き
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
る
単

位
ク
ラ
ブ
で
す
。　

〇
恵
西
百
寿
会

　
会
　
長
　
赤
　
星
　
明
　
吉
　
様

〇
一
番
田
恵
比
寿
会

　
会
　
長
　
伊
　
藤
　
捷
　
敏
　
様

　

令
和
5
年
度
を
も
っ
て
7
名
の
皆
様

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
は
就
任
以

来
、
若
杉
ク
ラ
ブ
発
展
向
上
の
た
め
に

専
心
職
務
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
に
は　

若
杉
ク
ラ
ブ
慶

弔
規
定
第
3
条
の
2
に
基
づ
き
、
4
年

未
満
の
方
に
は
所
定
の
感
謝
状
を
、
4

年
以
上
の
方
に
は
所
定
の
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

〇
本
部
役
員

合
　
屋
　
浩
　
寿
　
様　

（
乙
植
木
楽
し
み
会
会
長
4
年
）

（
研
修
部
会
長
2
年
）

（
若
杉
ク
ラ
ブ
会
長
2
年
）

白
　
水
　
勝
　
元
　
様　

（
西
原
第
一
若
草
会
会
長
9
年
）

（
総
務
4
年
）

〇
地
区
役
員

潰
　
田
　
ト
シ
子
　
様

（
山
の
神
親
和
会
Ｂ
会
長
7
年
）

赤
　
星
　
明
　
吉
　
様

（
恵
西
百
寿
会
会
長　
　

4
年
）

井
　
上
　
韶
　
夫
　
様

（
須
恵
福
寿
会
会
長
２　

2
年
）

（
須
恵
福
寿
会
会
長
１　

1
年
）

姫
　
野
　
吉
　
光
　
様

（
佐
谷
建
正
会
会
長
2
年
）

〇
女
性
部
副
部
長

平
　
田
　
照
　
子
　
様
（
2
年
）

吉
　
村
　
靖
　
子
　
様
（
1
年
）

〇
本
部
役
員

会
長
兼
事
務
局
長

　

藤　
　
　

英　

寿　

（
旅
石
豊
寿
会
）

副
会
長
兼
会
計

　

川　

上　

正　

俊　

（
大
島
原
若
翔
会
）

副
会
長
兼
女
性
部
長

　

辻　
　
　

桂　

子　

（
恵
西
百
寿
会
）

副
会
長
兼
研
修
部
会
長

　

駒　

山　

悦　

章

（
新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

総
務

　

長　

澤　

忠　

賢

（
南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
）

〇
理
　
事

広
報
部
会
長　

　

松　

本　
　
　

譲　

（
旭
ヶ
丘
旭
寿
会
）

教
養
部
会
長

　

森　
　
　

悠　

子　

（
甲
植
木
甲
寿
会
）

健
康
推
進
部
会
長

　

赤　

星　

明　

吉　

（
恵
西
百
寿
会
）

会
員
増
強
運
動

被
表
彰
単
位
ク
ラ
ブ

退
任
役
員
被
表
彰
者

令
和
６
年
度
役
員

福岡県粕屋郡宇美町神武原

6丁目2番7号
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健
康
推
進
副
部
会
長

　

猪　

谷　

繁　

幸（
上
須
恵
若
水
会
1
）

〇
監
査
委
員

井　

上　
　
　

仁
（
城
山
福
寿
会
Ａ
）

平　

野　

征　

彦
（
甲
植
木
甲
寿
会
）

〇
地
区
役
員（
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
）

佐
谷
建
正
会　
　
　

入　

江　

健　

治

上
須
恵
若
水
会
1　

猪　

谷　

繁　

幸

上
須
恵
若
水
会
2　

祝　
　
　

シ
ゲ
江

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

長　

澤　

忠　

賢

大
島
原
若
翔
会　
　

川　

上　

正　

俊

一
番
田
恵
比
寿
会　

伊　

藤　

捷　

敏

須
恵
福
寿
会
第
1　

浅　

井　

英　

俊

須
恵
福
寿
会
第
2　

久
下
本　

福　

見

城
山
福
寿
会
Ａ　
　

大　

藪　

善
次
郎

城
山
福
寿
会
Ｂ　
　

大　

藪　

澄　

子

甲
植
木
甲
寿
会　
　

森　
　
　

悠　

子

乙
植
木
楽
し
み
会　

柴　

田　

真　

人

旅
石
豊
寿
会　
　
　

渡　

辺　

一　

征

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

原　

野　

武　

広

山
の
神
親
和
会　
　

中　

嶋　

三
記
夫

西
原
若
草
会
Ａ　
　

白　

水　

勝　

元

西
原
若
草
会
Ｂ　
　

平　

島　

誠　

一

恵
西
百
寿
会　
　
　

辻　
　
　

桂　

子

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　
　

松　

本　
　
　

譲

昭
穂
若
鶴
会　
　
　

村　

瀬　

英　

夫

ア
ザ
レ
ア
会
（
会
務
担
当
）

藤　
　
　

英　

寿

〇
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
長
は
、「
愛

の
一
声
運
動
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

・
女
性
部
副
部
長

　

江　

見　

由
美
子
（
旅
石
豊
寿
会
）

　

松　

原　

清　

美
（
城
山
福
寿
会
）

　

平　

井　

豊　

子
（
西
原
若
草
会
）

・
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

佐
谷
建
正
会　
　
　

百　

田　

鈴　

子

上
須
恵
若
水
会　
　

笹　

原　

一　

子

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

桑　

原　

君　

代

大
島
原
若
翔
会　
　

吉　

村　

靖　

子

一
番
田
恵
比
寿
会　
　

高　

橋　

鐘　

子

須
恵
福
寿
会　
　
　

平　
　
　

潤　

子

甲
植
木
甲
寿
会　
　

川　

端　

恵
美
子

乙
植
木
楽
し
み
会　

合　

屋　
　
　

靜

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

鶴　

田　

律　

子

山
の
神
親
和
会　
　

岡　

本　

政　

子

恵
西
百
寿
会　
　
　

辻　
　
　

桂　

子

昭
穂
若
鶴
会　
　
　

平　

田　

照　

子

〇
単
位
ク
ラ
ブ
健
康
サ
ポ
ー
ト
員

　

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
は
、
単
位
ク
ラ
ブ

の
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会

長
及
び
そ
の
他
の
役
員
と
共
に
、
体
力

測
定
会
や
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
歩
こ
う
会
な
ど
企
画
・

推
進
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
谷
健
正
会　
　
　

和　

気　

俊　

彦

上
須
恵
若
水
会　
　

蔵　

座　

照　

雄

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ　

長　

澤　

忠　

賢

大
島
原
若
翔
会　
　

川　

上　

正　

俊

一
番
田
恵
比
寿
会　

伊　

藤　

捷　

敏

須
恵
福
寿
会　
　
　

下　

條　

三
保
子

城
山
福
寿
会　
　
　

楢
木
野　

敏　

夫

甲
植
木
甲
寿
会　
　

今　

泉　

武　

士

乙
植
木
楽
し
み
会　

藤　

木　

正　

利

旅
石
豊
寿
会　
　
　

渡　

辺　

一　

征

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

廣　

瀬　

勝　

利

山
の
神
親
和
会　
　

中　

嶋　

三
記
夫

西
原
若
草
会　
　
　

平　

島　

誠　

一

旭
ヶ
丘
旭
寿
会　
　

松　

本　
　
　

譲
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若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
、
3
月
と

9
月
に
、
愛
の
一
声
運
動
（
心
ば
か
り

の
贈
り
物
を
持
っ
て
一
人
暮
ら
し
の
会

員
へ
の
家
庭
訪
問
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
号
は
3
月
の
愛
の
一
声
運
動
を
紹

介
し
ま
す
。

城
山
福
寿
会
女
性
部
長

松
　
原
　
清
　
美

私
が
福
寿
会
に
入
会
し
ま
し
た
の
は

民
生
委
員
を
し
て
い
た
時
で
し
た
。

民
生
委
員
を
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、

是
非
入
会
し
た
方
が
い
い
と
誘
わ
れ
た

の
で
す
。

福
寿
会
女
性
部
長
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
辻
女
性
部
長

か
ら
、
城
山
福
寿
会
の
「
愛
の
一
声
運

動
」
に
つ
い
て
老
倶
た
よ
り
で
紹
介
し

て
ほ
し
い
旨
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
城
山
福
寿
会
の
愛
の
一
声
運

動
に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
女
性
部
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
愛
の
一
声
運
動
の

目
的
は
、
高
齢
化
の
進
展
の
な
か
で
高

齢
者
が
相
互
に
助
け
合
い
支
え
合
う
地

域
社
会
を
確
立
す
る
た
め
、
高
齢
者
相

互
支
援
活
動
を
実
施
し
高
齢
者
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
な
り
に
理
解
し
て
い
る
こ
の
活
動

は
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に「
お

元
気
で
す
か
」
と
声
を
か
け
て
、
健
康

や
安
否
を
確
認
し
た
り
し
て
孤
独
感
を

い
や
す
た
め
の
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
城
山
地
区
で
は
10
名
の
方
が

見
守
り
支
援
を
受
け
て
お
ら
れ
、
相
互

支
援
活
動
員
6
名
で
担
当
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
お

り
、
約
半
数
の
方
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
参
加
さ
れ
活
発
に
活
動
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ほ
か
の
方
々
も
各

種
会
合
な
ど
で
お
会
い
し
、
お
元
気
な

ご
様
子
を
拝
見
し
ま
す
と
安
心
い
た
し

ま
す
。
城
山
地
区
は
、
ほ
か
の
地
区
に

比
べ
元
気
な
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
私
は
定
期
的
に
訪
問
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
て
、「
元
気
で
す
よ
」
と
言

わ
れ
た
時
な
ど
は
私
自
身
が
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
つ
つ
あ

る
な
か
で
、
地
域
の
自
治
組
織
が
維
持

で
き
な
い
よ
う
な
状
況
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
少
な
い
活
動
員
だ
け
で
は
な
く

地
域
全
体
で
見
守
る
意
識
の
「
お
隣
り

同
士
の
見
守
り
、
声
掛
け
」
な
ど
の
連

携
意
識
の
機
運
の
高
ま
り
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
、一
人
暮
ら
し
会
員
（
中
央
）

を
家
庭
訪
問
さ
れ
た
城
山
福
寿
会
会
長

Ｂ
の
大
薮
澄
子
様
（
右
）
と
私
（
左
）

で
す
。

私
の
愛
の
一
声
運
動

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介
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恵
西
百
寿
会青

　
栁
　
眞
　
里
　
子

須
恵
町
に
移
住
し
52
年
、
結
婚
半
年

後
、
そ
の
頃
は
炭
住
が
立
ち
並
び
我
が

家
も
炭
住
の
一
角
で
し
た
。
近
く
に
立

坑
が
あ
り
私
に
と
っ
て
は
今
で
も
目
印

に
な
っ
て
い
ま
す
。
遠
方
に
旅
行
な
ど

し
た
時
に
は
そ
う
で
す
が
、
そ
の
立
坑

が
見
え
て
く
る
と
我
が
家
に
帰
っ
て
き

た
と
ホ
ッ
ト
し
た
も
の
で
す
。

今
で
は
炭
住
も
殆
ど
な
く
な
り
一
戸

建
て
の
家
に
建
て
替
わ
り
こ
の
辺
の
風

景
も
畑
、
田
ん
ぼ
が
な
く
な
り
大
型

ス
ー
パ
ー
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
出
来
と
て

も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

域
に
密
着
し
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
て
い

た
立
石
ス
ト
ア
ー
が
な
く
な
っ
た
の
は

と
て
も
寂
し
く
こ
れ
も
ま
た
時
代
の
流

れ
を
感
じ
ま
す
。

私
も
今
回
47
年
間
勤
務
し
て
い
た
職

場
を
退
職
、
こ
れ
ま
た
時
代
の
流
れ
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

通
勤
方
法
も
最
初
は
原
付
バ
イ
ク
、

そ
し
て
平
成
14
年
55
歳
で
自
動
車
の
免

許
を
修
得
、
そ
れ
か
ら
は
車
で
の
通
勤

に
代
わ
り
毎
日
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
地
域
の
方
と
の
交
流
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
顔

と
名
前
が
一
致
し
な
く
て
す
れ
違
っ
て

も
会
釈
程
度
、
後
で
主
人
に
聞
い
て
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

主
人
は
退
職
前
か
ら
区
の
行
事
等
に

も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

私
よ
り
地
域
の
方
た
ち
と
の
交
流
が
あ

り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
時
々

行
事
と
勤
務
調
整
が
う
ま
く
合
え
ば
行

事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
な
ん
と
な
く
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
老

人
ク
ラ
ブ
と
思
わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
75
歳

過
ぎ
て
も
働
い
て
い
る
し
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
に
入
会
は
し
た
く
な
い
と
言
う
思

い
が
強
く
あ
り
、
入
会
を
勧
め
ら
れ
て

も
退
職
す
る
ま
で
は
と
入
会
を
お
断
り

し
て
い
ま
し
た
。

去
年
3
月
に
定
年
退
職
、
今
か
ら
は

自
由
に
な
ん
で
も
で
き
、
時
間
に
余
裕

が
出
来
た
ら
旅
行
な
ど
頻
繁
に
行
け
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
退
職
と
同
時
に

主
人
と
私
の
病
院
通
い
、
い
つ
の
間
に

か
病
院
と
お
友
達
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
日
で
は
な
い
た
め
、
友
達
と
の

会
話
も
な
く
て
も
気
に
も
な
ら
な
く
、

暫
く
は
長
年
勤
め
た
ご
褒
美
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
人
恋
し
く

な
っ
た
と
き
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
辻

部
長
さ
ん
か
ら
お
誘
い
が
あ
り
、
恵
西

区
の
会
員
の
皆
様
と
は
顔
馴
染
み
が
多

い
こ
と
も
あ
り
入
会
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
い
ま
ま
で
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な

し
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
か
ら
こ
の
機
会

に
自
分
に
何
か
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
年
を
取
る
た
び
に
孤
独
感

が
強
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
皆
さ
ん
の
顔
と
名
前
が
一
致

し
、
笑
顔
で
会
話
で
き
る
よ
う
に
な
り

健
康
の
た
め
に
腹
か
ら
笑
い
、
い
つ
も

笑
顔
で
い
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先

輩
の
方
々
に
相
談
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
健
康
に
気
を
付
け
就
床
時

に
は
、「
今
日
も
楽
し
い
一
日
が
過
ご

せ
た
」
と
感
謝
し
た
い
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば
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介
護
医
療
院
の
ご
紹
介

皆
様
は
「
介
護
医
療
院
」
と
い
う
施

設
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

介
護
医
療
院
と
は
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、「
医
療
」

「
介
護
」「
住
ま
い
」
を
一
体
的
に
提
供

す
る
「
長
期
療
養
」
と
「
生
活
施
設
」

を
兼
ね
備
え
た
介
護
保
険
施
設
で
す
。

水
戸
病
院
介
護
医
療
院
は
、
令
和
元

年
八
月
に
療
養
室
五
一
床
を
開
設
し
、

昨
年
十
二
月
に
は
、
八
一
床
へ
増
床
と

な
り
ま
し
た
。
療
養
棟
と
し
て
、
ほ
ほ

え
み
（
三
二
床
）
と
く
つ
ろ
ぎ
（
四
九

床
）
が
あ
り
ま
す
。
生
活
施
設
で
は
あ

り
ま
す
が
、
医
師
や
看
護
師
が
二
四
時

間
常
駐
し
て
お
り
、
点
滴
や
吸
引
な
ど

病
院
と
同
じ
よ
う
に
一
定
の
医
学
管
理

が
可
能
で
す
。
ま
た
、
協
力
医
療
機
関

と
し
て
併
設
の
水
戸
病
院
も
あ
り
、
継

続
的
な
医
療
行
為
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
万
全
で
す
。

更
に
歯
科
衛
生
士
も
常
勤
で
配
置
し

て
い
る
た
め
、
医
療
・
介
護
以
外
の
日

常
的
な
口
腔
衛
生
と
管
理
が
で
き
る
こ

と
も
当
院
の
強
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
当
院
で
は
こ
れ
ま
で
面
会
制

限
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
症
分

類
が
二
類
か
ら
五
類
へ
移
行
後
は
徐
々

に
面
会
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
面
会
可
能

時
間
帯
は
多
く
の
ご
家
族
様
が
来
院
さ

れ
て
い
ま
す
。
面
会
時
は
、
四
人
部
屋

で
あ
っ
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
確
保

の
た
め
、
間
仕
切
り
戸
を
各
居
室
設
置

し
て
い
ま
す
。
居
室
以
外
に
も
談
話
室

で
お
過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
の
他
、
毎
月
の
お
誕
生
日
会
や

季
節
ご
と
の
催
し
物
を
ス
タ
ッ
フ
一
同

で
企
画
・
提
供
し
、
他
の
入
所
者
の
方

や
ご
家
族
と
の
交
流
を
明
る
く
で
き
る

空
間
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
家
族
の
方
や
地
域

住
民
の
方
と
の
交
流
の
機
会
を
増
や

し
、
地
域
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
、
身

近
な
介
護
医
療
院
と
な
れ
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
努
め
て
参
り
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
や
詳
し
く
お
聞
き
に
な
り

た
い
方
は
水
戸
病
院
の
医
療
介
護
支
援

相
談
室
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

写
真
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子

で
す
。

医
療
施
設
等
紹
介
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謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

旭
ヶ
丘　

宮　

崎　

恵
津
子　

様　

86
歳

令
和
6
年
2
月
5
日

新　

原　

中　

西　

喜
久
枝　

様　

92
歳

令
和
6
年
2
月
12
日

山
の
神　

入　

口　

一　

喜　

様　

93
歳

令
和
6
年
3
月
4
日

佐　

谷　

坂　

田　
　
　

守　

様　

86
歳

令
和
6
年
3
月
5
日

■
令
和
６
年
度
広
報
部
会
の
抱
負
な
ら

び
に
お
願
い

若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
誌『
老
倶
た
よ
り
』

は
、
諸
先
輩
が
昭
和
50
年
に
創
刊
、
以

来
、
一
度
も
絶
や
す
こ
と
な
く
、
年
6

回
の
発
行
を
継
続
し
て
き
た
伝
統
の
あ

る
広
報
誌
で
す
。
私
た
ち
広
報
部
会
は

こ
の
伝
統
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
今
ま

で
以
上
に
「
読
ま
れ
る
老
倶
た
よ
り
」

の
発
行
に
努
力
し
て
い
く
次
第
で
す
。

読
ま
れ
る
老
倶
た
よ
り
に
は
、
な
に

よ
り
も
皆
様
か
ら
の
投
稿
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
何
が
あ
っ

た
の
か
記
事
も
必
要
で
す
が
、
生
き
が

い
づ
く
り
、
趣
味
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、

皆
様
の
多
様
な
生
き
方
が
綴
ら
れ
て
い

る
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
や
「
地
区
ク
ラ

ブ
紹
介
」、「
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
」
は
、

読
み
た
く
な
る
記
事
で
す
。特
に「
九
十

路
に
生
き
る
」
は
そ
の
方
の
生
き
ざ
ま

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
秀
逸
の
記
事

で
す
。

広
報
部
会
員
一
同
、微
力
な
が
ら「
読

ま
れ
る
老
倶
た
よ
り
」
の
発
行
に
精
進

し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
掲
載
記
事

の
投
稿
に
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報
部
会
長　
　

松　

本　
　
　

譲

広
報
副
部
会
長　

大　

藪　

澄　

子

広
報
部
会
員　
　

村　

瀬　

英　

夫

〇
第
289
号
（
令
和
6
年
1
月
号
）
に
掲

載
し
ま
し
た
内
容
に
次
と
お
り
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

・
表
紙
写
真　

鳥
名

　

訂
正
前　

ひ
ば
り

　

訂
正
後
　
ヒ
バ
リ

〇
上
須
恵
若
水
会
1
の
猪
谷
繁
幸
さ
ん

の
会
員
の
ひ
ろ
ば
寄
稿
文
は
紙
面

構
成
の
都
合
に
よ
り
7
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
花
卉
園
芸
部
は
、
部

員
の
減
少
に
伴
い
、
今
後
の
活
動
が
困

難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
ま
こ
と
に

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
令
和
5
年
度

の
活
動
を
も
ち
ま
し
て
廃
部
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
ご
支
援
に
対
し
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

花
卉
園
芸
部
部
長　

樋
口　

京
子

　

広
報
部
会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
前
広
報
部
会
長
藤
さ
ん
の
引
継

ぎ
を
受
け
な
が
ら
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
を
読
ん
で
い
る

と
、
自
分
に
な
い
趣
味
や
健
康
づ
く
り

を
さ
れ
て
い
て
、
参
考
に
な
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
々
、
思
っ
た

こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て

い
た
だ
き
、
地
区
の
会
長
さ
ん
を
通
じ

て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
松
本
）

旭
ヶ
丘　

森　
　
　
　

康
仁　

様　

89
歳

令
和
6
年
3
月
7
日

編
　
集
　
後
　
記

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
九
十
一
号

発
行
日　

令
和
六
年
五
月
七
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

藤　
　

英
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

広
報
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会　

員　

訃　

報

花
卉
園
芸
部
の
お
知
ら
せ

花
卉
園
芸
部
の
お
知
ら
せ

花
卉
園
芸
部
の
お
知
ら
せ
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恵
西
百
寿
会

西
原
　
重
雄
さ
ん
　
89
歳

私
は
宮
崎
県
で
9
人
兄
弟
の
5
男
と

し
て
生
ま
れ
、
3
歳
の
時
に
父
の
仕
事

の
関
係
で
福
岡
県
の
板
付
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
6
年
間
の
大
工
へ

の
弟
子
入
り
を
経
て
職
人
と
し
て
働
き

始
め
る
と
同
時
に
妻
と
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
の
ち
、
結
婚
を
機
に
引
っ
越
し
を

決
め
、
福
岡
県
内
を
転
々
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
に
親
友
か
ら
住
み
や
す
く
良
い

町
が
あ
る
と
勧
め
ら
れ
、
須
恵
町
旅
石

に
家
を
購
入
し
、
56
年
と
い
う
年
月
が

経
ち
今
に
至
り
ま
す
。

大
工
の
代
表
的
な
仕
事
と
し
て
、
今

開
業
60
周
年
を
迎
え
る
「
博
多
ポ
ー
ト

タ
ワ
ー
」、
当
時
で
は
「
博
多
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
と
い
う
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い

た
タ
ワ
ー
の
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
が

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

57
歳
の
時
に
息
子
と
代
替
わ
り
を

し
、
そ
の
後
も
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
72
歳
の
時
に
ト
ラ
ッ
ク

が
横
転
し
、
生
死
を
さ
ま
よ
う
大
事
故

に
遭
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

大
工
と
し
て
の
引
退
を
決
め
ま
し
た
。

回
復
後
は
家
庭
菜
園
を
始
め
、
野
菜

を
作
る
楽
し
さ
を
知
り
、
周
り
の
皆
が

「
美
味
し
い
!!
」
と
言
っ
て
く
れ
る
事

に
大
い
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
知
り
合
え

た
皆
さ
ん
と
共
に
和
気
あ
い
あ
い
と
過

ご
し
て
い
く
中
で
活
力
を
貰
え
、
若
返

れ
て
い
る
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
妻
や
、
近
く
に
住
ん
で

く
れ
て
い
る
子
ど
も
、
孫
、
ひ
孫
と
共

に
一
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け

る
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

熱心に総会資料を見られて

いる会員の皆様 

会員増強運動表彰を受賞した

方。左から、恵西百寿会赤星会

長、一番田恵比寿会伊藤会長

退任役員表彰を受賞された方。

前列左から合屋会長、白水会

長、赤星会長、潰田会長。後列

左から井上会長、姫野会長、平

田女性副部長、吉村女性副部長 

心暖まるおことばを頂いた

平松町長さん

次々と受付をされる会員の

皆様と、受付担当の女性部

の皆様

総会会場の様子、議長は大島原

若翔会の田原重美さん

スナップでみる活動のあれこれ（令和５年度若杉クラブ定期総会）


